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食品表示の目的と世界の概況

• FAO（食料農業機構）の示す食品表示の最大の目的は
消費者保護（選択の容易化）と 公正な売買の維持

• FAOは食品表示基準，コーデックス（食品法典）を制定

• コーデックス加盟１８３か国中、途上国は１００以上、これ
らの基準は全加盟国に共通する基準である

・ 世界主要国の表示基準はコーデックス基準を超えて

いる。それらの方向は 親切な栄養内容表示と、

特徴的・主要原料の％表示である

 

世界各国の食品表示改革の趨勢

• 食品流通はグローバル化し、加工食品表示の国際的整
合性が求められている。

①分かりやすい栄養表示、各栄養成分量とその勧告一日
摂取量中の％を示す。また、それらの図式化が進む。
アメリカ：1994年に栄養表示教育法（NLEA）施行、｢栄養
の実態表：Nutrition Facts」。 EUは近く統一栄養表示。

②特徴的原料と重要原料を、水を含めて％表示する。
食肉類、魚介類、野菜、果物、ナッツ、乳製品、チョコ
レートなど。EUは2000年に定量的原材料表示義務化。
特に肉製品は全原料、肉量と水分を％表示する
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大変大きな日本と世界各国との格差

• 日本はＧＤＰは世界第３位だが、食品表示制度は多く
の途上国にも劣る（5年後に栄養表示完全実施）

• 栄養表示義務化国： 米国、カナダ、メキシコ、ブラジ
ル、アルゼンチン、チリなど南米諸国。ウガンダ、セネ
ガル、ケニアなどアフリカ諸国。インド、タイ、マレーシ
ア、香港、中国、韓国、台湾、フィリッピン、ベトナム、
シンガポール、オーストラリア、NZ、ＥＵ２７か国、スイ
ス、トルコ、東欧諸国、中央アジア諸国。ほぼ全世界

• 重要・特徴的原材料％表示国： ＥＵ、トルコ、ロシア、
ウクライナ、東欧諸国、南米５か国、タイ、マレーシア、
ベトナム、韓国、オーストラリア、NZなど約５０か国

 

食品企業の海外進出と食品表示

• 日本の食品企業はアジアを始め世界への事業展開

• FAOはコーデックス以外に、種々の表示ガイドラインを
制定（海産漁業のエコ表示、公正貿易、熱帯雨林連合
など）。海外企業はこれら表示を商品差別化に利用

• 日本企業も世界水準の追求を

日本の表示のマイナス因子

• 日本の加工食品表示は消費者保護よりも、いまだに
生産者都合を考慮。消費者も詳細表示を望まない

• 狭いラベルに詳しい表示はできない→ 問題外

• 大きい文字で重要事項だけを表示→ 大きな過誤
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